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通信通信
２０２６年３月号

山村塾は都市と農山村の住民が一緒になり、環境にやさしい米づくりや
豊かな生態系の森づくりを通じて山村の環境を守るグループです

「棚田の価値を考える」
2026 年 2 月 15 日、四季菜館にて「棚田地域振興活動計画認定記念シンポジウム『棚田の価値を考える』

を開催しました。1994 年に山村塾がはじまり、1997 年に四季菜館が建設され、棚田の石垣修復ボラン
ティアが行われるようになりました。その後、2012 年の九州北部豪雨からの復興を契機に笠原棚田米
プロジェクトが始まり、2015 年からは九州大学ソーシャルアートラボとの連携によって、農とアート
の取り組みが展開されてきました。棚田や茶畑の美しい風景を守り引き継いでいくには、農林業のみな
らず、地域の暮らしや文化にも目を向ける必要があります。そんな思いで今回のシンポジウムが企画さ
れました。

基調講演では、九州大学准教授の長津結一郎さんから、過去 10 年間にわたる笠原地区でのアートプ
ロジェクトの歩みをもとに、農とアート、そして地域との関係についてお話しいただきました。「地域
とかかわるアーティストは、天才として作品を生み出す人ではなく、地域のことを思ってかかわり続け
る “関係人口” の一員となることに価値があるのではないか」「地域にあたり前にあるものや地域で共
有してきたこだわり、いわば “日常美学” に新たな視点を見出し、慈しむことに価値があるのではない
だろうか」といった言葉が印象に残りました。

続く話題提供では、私から九州北部豪雨災害からの復興と生物多様性の場としての棚田の価値につ
いてお話ししました。関西大学大学院の石田絵里香さんからは「八女茶山唄」の歴史的変遷とアートに
よる文化の編み直しの可能性について、アーティストの武田力さんからは、資本主義を見直すために、
奥八女の暮らしを都市生活にどう転用できるのかを、手紙を用いたアート事業の提案がありました。

後半のディスカッションで印象的だったのは、地元の農家の方からの「急峻な石垣の草刈りを終え
た 1 日の充実感や満足感は、人に言うことでもない。晩酌をして疲れが取れればそれでいい。」という
言葉でした。行政施策では、来場者数や経済効
果といった “数字 ” や “課題解決” が求められ
がちですが、アートの力は、そうした尺度では
測れない新しい価値を照らし出すところにある
のかもしれません。

都市の人たちが単なる消費者としてではなく、
農家の「言葉にならない充実感」に想像を巡ら
せ、共感し合える「関係人口」となっていくこと。
農とアートの取り組みが、棚田を未来へとつな
いでいく力になるのではないでしょうか。

※武田力さんが笠原でつづる「奥八女からの
手紙」を受け取りたい方は事務局までお知らせ
ください。（小森耕太）

2026/2/15 午前中はアートワークショップ体験「踊り出会っ
た相手を褒める」を行いました（講師：武田 力）。

【棚田地域振興活動計画】条件が不利な農地を支援する国の「中山間地域等直接支払制度」において、
棚田の保全を目的に設定されている制度です。この計画の認定（棚田指定）を受けることで通常の
交付金に「加算金」が上乗せされ、棚田を守るための多様な地域振興活動の資金として活用できる
ようになります。笠原地区では 2025 年度、6 つの集落協定が合併して認定を受けました。

シンポジウム
動画 Youtube
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通信に寄せて！
毎年この時期の通信寄稿が、春便りご挨拶に

なればと思います。
水仙、河津桜が終わりに近づく頃です。今か

ら色とりどりに春を告げる花や新緑が眩しくなり
ます！

この時期毎年「広葉樹の森づくり」と称し、
荒廃地復旧に取り組んでいます。3 月末の終了を
目指し、多忙な日々を過ごしています。近くの仲
間や、週末通ってくれる遠方からの仲間等の支援
を受け、今年も 40a（4,000 ㎡）程の竹林（雑木
林含む）を片付け、ハゼや花木等を植栽し、将来
に向けて豊かで味わいある里山づくりへと継続的
な取り組みをやっております。私たちもシニアク
ラブの活動と併せて、年々歳を重ね、70 代半ば
となりました。時間と想いがあられる方、体力は

なんとかなります。お声がけください。里山景観
保全に向けて、一緒に汗を流しませんか。もちろ
ん、美味いご飯と酒もご一緒しましょう。この通
信の文章を読むだけで、汗と酒の匂いがしそうな
気分になるのは私だけでしょうか？

「60 ～ 70 代の過ごし方、生き方で人生の終活」
のセリフを締めの一行とし、今回の通信寄稿とし
ます。まだまだ寒い今年の春です。

2026 年は正月行事「左
さ ぎ っ ち ょ

義長」からのスタート
です。前日は竹運びと竹櫓の土台づくり、並行し
て竹灯明も作りました。夕暮れ時に竹灯明に火を
灯すと、棚田の段々がやわらかな光に浮かび上が
り、いつもと違う幻想的な雰囲気に。この日だけ
の特別な風景です。

当日は竹櫓を仕上げ、午年のみなさんで点火！
大きな音をたてながら勢いよく燃え上がりまし
た。雪の舞うなか棚田で炎を囲み、七草がゆや鴨
の炭火焼を味わいながら交流を楽しみました。

2 月と 3 月は棚田の石垣草取りを行いました。
2/8 は雪の積もる寒い中、3/1 は草が固く手ごわ
い場所でした。この作業のおかげで夏の草刈りが
楽になり、石垣の保全にもつながります。ありが
とうございました！（原 愛子）

稲作コースより

　農家の声

日付 行事名 会員 一般 WC
スタ 
ッフ

計

12/7 しめ縄づくり 21 4 0 10 35

1/10 左義長準備 19 9 1 8 37

1/11 左義長 55 9 1 13 78

2/8 棚田の石垣草取り① 7 0 0 5 12

3/1 棚田の石垣草取り② 17 7 1 7 32

　初老（中老）百姓
　　　椿原 寿之

竹灯明のあかりが美しい棚田の夜です（1/10）

棚田で火を囲み、無病息災を願う左義長（1/11）

2026 年 3 月 10 日

雪だるまも作りながら

石垣草取り

（2/8）
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皆さん、お元気ですか。
我が家では冬の仕事の椎茸菌打ちが終わり、そ

のあとはホダ木の伏せ込みや収穫を行っています。
今年は 45,000 コマ植菌し、2 月のイベントでは 2
日間で全体の約 3 割（12,500 コマ）を皆さんに打っ
ていただきました。ありがとうございました。

椎茸は秋にできる「秋子」と、春にできる「春
子」がありますが、昨年の秋は気温が高く、雨も
少なくて、秋子がほとんどできないまま冬になり
ました。発生が遅れており、秋の分がずれ込んで、
2 月末の暖かかった時に一度ピークを迎えました。
本来は桜の頃にできる春子がよいのですが、次の
ピークは 4 月にずれ込みそうで心配です。4 月の
藤の頃にできる椎茸は「藤子」といいますが、こ
の時期は虫が入りやすくなり、あまりよくないで
す。今シーズンの収穫量は 3 ～ 4 割ほど落ちそう
です。おかしな気候が続き、お茶やほかの農作物
も影響が気になります。

2 月の山林コースでは、久しぶりに植林を行い、
スギを 125 本植えました。成長が早く雪にも強い、

今年度は BOTANIST 財団さんより助成をいた
だき、「ケヤキ林」で森づくりの活動を行ってい
ます。11 月は前月に続いて全層間伐を行い、対
象木の伐採や玉切り、運搬を行いました。2 区画
で 3 割の本数を間伐したことで、森の中は明る
くすっきりした雰囲気になりました。光が入るこ
とで、さまざまな木の成長や新たな植物の芽吹き
が期待され、これからの変化が楽しみです。

2/22 はケヤキ林の隣接地で、久しぶりにスギ
の植林を行い、午後は初めてアカマツの松葉かき
を行いました。アカマツはやせた土地を好むため、
落ち葉を取り除くことで育ちやすい環境に整える
のが目的です。

ケヤキ林は 2ha の中に様々な森があり、それ
ぞれの違いを感じながら歩くのも楽しいです。来
年度も引き続き森づくりの活動を予定していま
す。子どもたちの参加も大歓迎です！（原 愛子）

山林コースより

山林コース　　
　宮園 福夫

星野村生まれの「ヤマグチ」という品種です。3
月の炭焼きでは、皆さん真っ黒になったことと思
いますが、これに懲りずまたお越しください。

長年お世話になってきた農機具メーカーと販売
修理店が 5 月で営業を終えることになり、時代の
流れとはいえショックです。人口減、農業者減の
影響でしょうが、今後どうなるだろうと不安です。

これからは田んぼと、お茶の収穫にむけた準備
も始まります。また忙しい季節になります。山林
コースでは、お茶つみや下草刈りなどを予定して
います。またお会いしましょう。

アカマツ林で松葉かきをしました（2/22）

ケヤキの間伐に

挑戦！（11/22）

日付 行事名 会員 一般 WC
スタ 
ッフ

計

11/23 森の手入れ② 7 0 0 3 10

1/31 しいたけ菌打ち① 13 12 1 7 33

2/1 しいたけ菌打ち② 19 5 1 5 30

2/22 森の手入れ③ 7 1 0 4 12

3/8 炭焼き 16 1 1 4 22
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日帰りボランティアCSO ラーニング制度インターン
11 ～ 3 月の期間に計 8 回開催し、延べ 42 名

の方々に参加いただきました。梅林の剪定・電気
柵設置、ラッキョウ畑の草取り、棚田の石垣草取
りなどを行いました。ありがとうございました！
◆今後も毎月 2 回（主に第 2・第 4 水曜）活動を
予定しています。6 月は農繁期（ラッキョウ・梅
収穫、田んぼ仕事）のため毎週水曜日に活動しま
す。詳細はホームページをご覧ください。

私は、2 年前に大学の授業で笠原を訪れ、山村
塾について知りました。棚田と茶畑の景色や自然
と共にある暮らしを好きになり、また笠原に来た
いという思いから、今回のインターンに参加しま
した。

７ヶ月間の活動では、「えがおの森」に滞在し
ながら、中高生国際ワークキャンプやチェーン
ソー講座、稲作コースの稲刈りなど、様々な活動
に参加しました。世の中では、米の価格高騰が
ニュースになる中、山村塾の活動を通して、農家
の実態を知ることができました。異常気象や猪の
被害など、自然相手の仕事は、週休 2 日とは言っ
ていられないほど、手間暇がかかる作業です。同
時に、休憩中にふと目に入る景色は美しく、作業
後のご飯は美味しく、地域の方々に守られてきた
自然と暮らしの豊かさに驚かされました。山村塾
の棚田米サポーター制度は、「生産者」「消費者」「自
然環境」それぞれにとって持続的で安心な関係性
の構築に繋がっていると感じました。

また、山村塾の活動の中で出会った皆さんと
の会話や共同生活は、とても刺激的でした。様々
な背景を持つ皆さんの経験や生き方、山村塾との
関わりを聞く中で、私の人生の選択肢が広がって
いったように思います。インターンは終わります
が、山村塾で学んだ、人と自然が共にある営みと、
その中で生まれるご縁や文化を大切にしていきた
いです。これまで関わっていただいた皆さんに、
心から感謝申し上げます。

その他の活動報告

日付 活動内容 会員 一般 WC
スタ 
ッフ

計

2/7 里山ミニワーク
　　　「みそづくり」 11 8 0 10 29

2/15 シンポジウム「棚田
の価値を考える」 0 38 1 14 53

山村塾＊活動レポート

SONPO 環境財団が主催する、環境 NPO・NGO
へのインターンプログラムに参加し、山村塾でイ
ンターン生として活動したた山田さんのレポート
です。

～お知らせ～

梅林の剪定を行いました（1/14）

行事参加費が変わります

2026 年 4 月より、活動コース行事参加費を以
下のように改定します。

一部行事・里山ミニワークは参加費が異なりま
す。詳しくは各行事の募集要項をご確認ください。

属性 区分 参加費

活動コース
会員

大人・中学生以上
4 歳～小学生
3 歳以下

700 円
400 円

無料

一般の方

大人
学生（中学生以上）
4 歳～小学生
3 歳以下

2,100 円
1,600 円
1,100 円

無料

山田みらいさん
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亘 大輝です

山村塾の職員になりました、亘大輝（ワタリ
ヒロキ）です。私は 2021 年 1 月に神奈川県から
八女市黒木町へ移住しました。約 4 年間お茶農
家で働き、2026 年 1 月に山村塾に入職しました。

移住後はこれまでの神奈川県での都会的な生
活から一変し、山に囲まれる暮らしとなりました。
自分の生活が 180 度変わり、どうなることやら
と近しい人には心配されていましたが、次第に八
女の自然環境に魅了されていきました。そうやっ
て暮らしていながらも山の暮らしを模索していた
私は、農山村の暮らしや考え、仕事について様々
なイベントを通して広めている山村塾に惹かれ、
職員への応募をしました。

私は自然が好きです。山で食べるごはんは美
味しいし、山々に囲まれた畑の中にいるときは究
極の孤独を味わえます。畑仕事や山仕事をした後
の筋肉の疲労感も清涼感すらあります（キツイ仕
事もあります）。好きだからこそ今の自然環境の
変化も受け入れて、暮らしていかなければいけま
せん。私は山村塾のイベントを通して里山の環境
を守りながら、皆さんと活動が出来たらいいなと
思います。これからよろしくお願いします。

山村塾 今後の予定新スタッフ紹介

日程 行事名

4/26（日） ボランティア向け草刈機講習会

5/3（日）～ 4（月・祝） 里山ミニワーク「お茶つみ」

5/10（日） 稲作コース「稲の種まき①」

5/16（土）～ 17（日） 里山ミニワーク「棚田の草刈り」

5/23（土） 稲作前日ワーク「草刈り」

5/24（日） 稲作コース「稲の種まき②」

6/7（日） 山林コース「下草刈り①」

6/13（土）・14（日） 稲作コース「田植え①・②」

6/20（土） 笠原棚田米プロジェクト
　　　　　　　　　「田植え」

◆行事・里山ミニワーク等の開催について、最新
情報はホームページ、メールニュースにてご案内
します。
※イベント情報のご案内を、FAX や郵送で希望さ
れる方は、事務局までお知らせください。

山村塾メールニュースのご案内

山村塾の活動や、イベント情報等をお知らせ
するメールニュースを、月に 2 回程度配信して
います。どなたでも登録可能です。配信希望の方
は事務局までお知らせください。

以降の予定は、ホームページの
2026 年度年間予定に掲載しています→

編集後記
春らんまんの季節。日ごとに色とりどりの花が咲
き、ほどよい暖かさで、まるで桃源郷のよう…。
そんな笠原の春が大好きです。えがおの森では、
11 月に２頭、３月に１頭の子ヤギが生まれてに
ぎやかです。毎日癒されています。これからの草
刈りシーズン、一緒にがんばろう～。（原 愛子）

山村塾の SNS
発信中！

ヤギの

New Face

InstagramFacebook

ホイップ♂（黒）・クリーム♂（茶）
2025.11 生まれ

こうめ♀
2026.3 生まれ
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　　　　　　　  認定 NPO 法人  山村塾
〒 834-1222　福岡県八女市黒木町笠原 9836-1 
TEL・FAX 0943-42-4300　
Email：info@sansonjuku.com  HP https://sansonjuku.com
FB　＠ sansonjuku　　Instagram　@sansonjuku_official
発行者：小森 耕太
編集者：原 愛子
※山村塾は認定 NPO 法人です。山村塾へのご寄付は
　寄付金控除の対象となります。

＼お問い合わせ大歓迎！／

最新情報はホームページより

事務局より

　山村塾 検索

会員募集中！

■ NPO 会員：山村塾の趣旨に賛同し、会員として
私たちの活動を継続的に応援してくださる NPO 会
員を募集しています。総会での議決権を持つ「正会
員」と、議決権を持たない「賛助会員」があります。
■活動コース会員：いっしょに田んぼや山で働く
活動コース会員（稲作、山林、古里コース）を随
時募集しています。

▶企業・団体からのご寄付
・NPO かりん様から 67,595 円のご寄付をいただき 
　ました。（12/2）
・あいおいニッセイ同和損害保険株式会社様から、

300,000 円のご寄付をいただきました。（12/16）
・久光製薬株式会社ほっとハート倶楽部様から、 
　100,000 円のご寄付をいただきました。（2/3）
・古本募金きしゃぽん様を通じてご寄付をいただき

ました。（11 ～ 2 月：計 2,515 円）
・OSUSO 様からご寄付をいただきました。
　（11 ～ 2 月：計 4,145 円）

＊ご寄付のお礼＊

2025 年度は、認定 NPO 法人の要件となる PST
判定に該当するご寄付を【154 名（見込み）】の方
から頂きました。（3/31 現在）

おかげさまで、今年度も目標を達成することが
できました。皆様のご支援とご協力に感謝申し上げ
ます。
※ PST とは、認定 NPO 法人であるための条件の
一つで、毎年 100 名以上の方に 3,000 円以上のご
寄付（賛助会員会費含む）を頂く必要があります。

- 訃報 -

山村塾の設立メンバーとして長年にわたりご
尽力いただいた毛利宗孝さんが、2026 年 1 月 16
日にご逝去されました。これまでのご貢献に心よ
り感謝申し上げるとともに、謹んで哀悼の意を表
します。

なお、毛利宗孝さんの功績と思い出を近しい
メンバーで寄せ書きした「山村塾通信特別号」を
現在制作中です。毛利さんとの思い出やエピソー
ドをお持ちの方がいらっしゃいましたら、4 月末
までにぜひ事務局までお寄せください。

ご寄付のお願い ～ヤマヤマ基金～

山村塾の活動は、皆様からのご寄付で支えられてい
ます。山村の暮らしに学び、山村の環境を守る取り
組みに、ぜひご協力をお願いいたします。

【山村塾は「認定 NPO 法人」です】
山村塾へのご寄付は、確定申告をすることで寄付金
控除の対象となります。

＊農産物を買って応援
会員の方が椿原家と宮園家の農林産物を購入される
と、その一割がヤマヤマ基金へ入ります。
＊古本で寄付ができます
古本や DVD を「きしゃぽん」にお送り
いただくと、買取金額が山村塾への寄付
となります。古本集荷依頼 TEL：0120-
29-7000、山村塾に寄付したい旨をお伝え
ください。

会員状況（2026 年 2 月末時点）

▶ NPO 会員
　【正会員】　    個人：34 名、団体：3 団体
　【賛助会員】    個人：101 名、団体：3 団体
▶ 2025 年度活動コース会員
　稲作・山林：6 名、稲作 30kg・山林：4 名、
　稲作 28 名、稲作 30kg：17 名、山林：10 名、
　古里：9 名
▶笠原棚田米サポーター
　111 名（個人 108 名、企業・団体 3 名）

寄付者（2025 年 11 月～ 2026 年 2 月）

▶個人からのご寄附
2025 年 11 月 1 日から 2026 年 2 月 28 日までに、
61 件 737,660 円のご寄付を頂きました。↗

ご寄付の方法について

古本募金
詳細


